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て ん ぐ さ
も ず く




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 1 1 3 4
5
1
1
1
1 1
1
107
20
1
2
23
2
1
1
1
2
2
1
1
2
4
9
2
6
1
48
2
1
3
2
1
16校訂用例数　（注３）
大和
伊勢
志摩
参河
駿河
上総
下総
常陸
若狭
佐渡
丹波
丹後
但馬
因幡
伯耆
出雲
石見
隠岐
長門
紀伊
阿波
伊予
筑前
合
計
245
国
　
　
　
　名
（ 5 ）
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研
究
ノ
ー
ト
海藻豊かな東海の海　─「海藻」の記録をたどる─
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
〈
表
５
〉
は
民
部
式
下
、
交
易
雑
物
条
に
規
定
の
物
品
の
う
ち
、
海
藻
類
の
規
定
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。（
19
）
東
海
地
域
の
諸
国
、
伊
勢
国
・
志
摩
国
・
尾
張
国
・
参
河
国
、
そ
し
て
紀
伊
国
（
の
一
部
）
に
、
多
種
多
様
な
海
藻
の
記
録
を
見
る
。
一
方
、
出
雲
国
・
石
見
国
に
も
海
藻
の
規
定
が
あ
る
。
　
以
上
、『
延
喜
式
』に
み
え
る
諸
国
貢
進
物
規
定
の
海
藻
類
の
記
録
を
検
討
し
た
。
東
海
地
域
の
諸
国
が
、
多
種
多
様
な
海
藻
を
産
出
す
る
、
美
し
く
、
豊
か
な
海
を
擁
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
志
摩
国
は
、
海
藻
類
を
は
じ
め
と
す
る
海
産
物
、
特
に
「
贄
」
の
貢
進
国
と
し
て
、
古
代
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
貢
進
「
海
藻
」　—
『
延
喜
式
』—
〈
表
２
〉 
▼
主
計
式
上
（
巻
二
十
四
）
国　
名
税
目
海　
　
藻
伊
勢
国
中
男
作
物
滑ア
ラ
メ
海
藻
志
摩
国
調
紫ノ
リ菜　
海ミ
ル松　
鹿フ
ノ
リ
角
菜
海メ藻　
海マ
ナ
カ
シ
藻
根　
小
凝
菜
角ツノ
マ
タ
ノ
リ
俣
菜　
於ヲ
コ
ノ
リ
期
菜　
滑ア
ラ
メ
海
藻
参
河
国
中
男
作
物
海
藻
相
模
国
中
男
作
物
海
藻
安
房
国
庸
海
松
上
総
国
中
男
作
物
凝
海
藻
若
狭
国
調中
男
作
物
凝
菜
海
藻
越
前
国
中
男
作
物
海
藻
加
賀
国
中
男
作
物
海
藻
丹
後
国
中
男
作
物
海
藻
但
馬
国
中
男
作
物
海
藻
因
幡
国
中
男
作
物
海
藻
出
雲
国
中
男
作
物
紫ノ
リ菜　
海メ藻
石
見
国
中
男
作
物
紫
菜
隠
岐
国
調中
男
作
物
紫
菜　
海
藻
紫
菜
長
門
国
中
男
作
物
海
藻
紀
伊
国
調中
男
作
物
滑
海
藻
海
藻　
滑
海
藻
阿
波
国
中
男
作
物
海
藻　
鹿
角
菜　
凝コ
ル
モ
ハ
海
菜
讃
岐
国
中
男
作
物
海
藻
伊
予
国
中
男
作
物
海
藻
根　
海
藻　
雑
海
菜
筑
前
国
調中
男
作
物
海
藻
海
藻
〈
表
３
〉 
▼
内
膳
式
（
巻
三
十
九
）
40
諸
国
貢
進
御
贄
条
・
42
年
料
御
贄
条
国　
名
海　
　
藻
志
摩
国
深
海
松
参
河
国
穉
海
藻
遠
江
国
稚
海
藻
下
総
国
稚
海
藻
常
陸
国
雑
海
藻
陸
奥
国
索ナ
ヒ
メ
昆
布　
細
昆
布　
廣
昆
布
若
狭
国
穉
海
藻　
毛
都
久　
於
己
越
前
国
穉
海
藻
能
登
国
穉
海
藻
越
中
国
穉
海
藻
佐
渡
国
穉
海
藻
但
馬
国
穉
海
藻
因
幡
国
穉
海
藻
伯
耆
国
穉
海
藻　
海
藻
根
長
門
国
穉
海
藻
〈
表
４
〉 
▼
宮
内
式
（
巻
三
十
一
）
44
御
贄
国
条
・
45
例
貢
御
贄
条
国　
名
海　
　
藻
志　
摩
深
海
松
遠　
江
穉
海
藻
陸　
奥
昆
布　
縒
昆
布
若　
狭
毛
都
久　
於
期　
穉
海
藻
越　
前
穉
海
藻
能　
登
穉
海
藻
但　
馬
穉
海
藻
因　
幡
穉
海
藻
〈
表
５
〉 
▼
民
部
式
下
（
巻
二
十
三
）　　
63
交
易
雑
物
条
国　
名
海　
　
藻
伊
勢
国
鹿
角
菜　
青
苔　
海
松　
凝
菜　
於
胡
菜　
鳥
坂
苔　
海
藻
根　
那
乃
利
曾
志
摩
国
大
凝
菜
尾
張
国
鹿
角
菜　
凝
菜　
於
胡
菜
参
河
国
鹿
角
菜　
海
松　
凝
菜　
海
藻
根　
青
苔　
鳥
坂
苔　
於
胡
菜　
那
乃
利
曾
遠
江
国
凝
菜　
海
藻
根
陸
奥
国
昆
布　
索
昆
布　
細
昆
布
出
雲
国
青
苔　
海
松　
海
藻
根　
鳥
坂
苔
石
見
国
青
苔　
海
松　
海
藻
根　
鳥
坂
苔
播
磨
国
鹿
角
菜　
青
苔　
於
胡
菜　
那
乃
利
曾
長
門
国
海
藻
紀
伊
国
鹿
角
菜　
青
苔　
海
松　
海
藻
根　
鳥
坂
苔　
那
乃
利
曾　
大
凝
菜　
於
胡
菜
阿
波
国
凝
菜　
青
苔　
海
藻
根　
於
期
菜　
鹿
角
菜
伊
予
国
海
藻
根　
那
乃
利
曾
土
左
国
紫
菜
（ 4 ）
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海藻豊かな東海の海　─「海藻」の記録をたどる─
研
究
ノ
ー
ト
る
記
録
を
、〈
表
２
〉
を
通
し
て
確
認
し
て
み
た
い
。
出
雲
国
は
、
中
男
作
物
と
し
て
「
紫
菜
」
の
規
定
が
見
ら
れ
る
。
出
雲
国
と
同
じ
く
現
島
根
県
の
隠
岐
国
は
調
・
中
男
作
物
と
し
て
、
ま
た
石
見
国
は
中
男
作
物
と
し
て
「
紫
菜
」
の
貢
進
規
定
が
あ
る
。
平
安
時
代
に
お
い
て
も
、
こ
の
地
域
が
「
紫
菜
」
の
一
大
産
出
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
東
海
地
域
の
諸
国
は
、
ど
の
よ
う
な
海
藻
を
産
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
勢
湾
、
的
矢
湾
、
英
虞
湾
に
面
す
る
伊
勢
国
、
志
摩
国
、
そ
し
て
熊
野
灘
に
面
し
た
紀
伊
国
、
ま
た
三
河
湾
、
知
多
湾
を
擁
す
る
参
河
国
、
知
多
湾
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
尾
張
国
。
他
の
諸
国
と
比
較
す
る
と
、
多
種
多
様
の
海
藻
が
規
定
さ
れ
て
い
る
点
で
、
志
摩
国
は
際
立
っ
て
い
る
。
出
雲
地
方
特
産
の
「
紫
菜
」
も
産
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
延
喜
式
』
の
記
録
は
、
多
種
多
様
な
海
藻
を
育
む
豊
か
な
海
が
、
お
よ
そ
千
年
前
に
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
ま
た
「
滑
海
藻
」
の
記
載
に
注
目
す
る
と
、
貢
進
規
定
が
あ
る
の
は
伊
勢
国
・
志
摩
国
・
紀
伊
国
の
み
で
、
こ
の
地
域
の
特
産
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
関
根
真
隆
は
「
滑
海
藻
」
に
つ
い
て
、
今
日
ア
ラ
メ
と
称
す
る
海
藻
で
、「
荒
〔
ア
ラ
〕
海
藻
〔
メ
〕」
で
、「
和
海
藻
〔
ニ
ギ
メ
〕」（
＝
ワ
カ
メ
）
に
対
す
る
「
荒
海
藻
〔
ア
ラ
メ
〕」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。（12
）
　
〈
表
３
〉
は
内
膳
式
、
諸
国
貢
進
御
贄
条
・
年
料
御
贄
条
に
、〈
表
４
〉
は
宮
内
式
、
御
贄
国
条
・
例
貢
御
贄
条
に
規
定
の
「
贄
」
貢
納
物
品
の
う
ち
、
海
藻
類
の
規
定
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。「
贄
（
ニ
エ
）」
に
つ
い
て
、『
日
本
史
広
辞
典
』
は
「
神
に
さ
さ
げ
る
食
べ
物
。
と
く
に
古
代
で
は
天
皇
に
対
す
る
食
料
品
一
般
の
貢
納
を
さ
し
、
稲
穀
の
初
物
貢
納
も
さ
す
が
、
魚
介
・
海
藻
・
鳥
獣
な
ど
山
海
の
産
物
が
中
心
」（13
）
と
解
説
す
る
。
　
さ
て
、
志
摩
国
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、「
贄
」
貢
進
の
観
点
か
ら
言
及
し
た
論
考
が
あ
る
。
狩
野
久
は
「
志
摩
国
が
御
食
国
す
な
わ
ち
天
皇
の
御
食
料
を
貢
ぐ
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
大
和
・
若
狭
・
紀
伊
・
淡
路
の
四
カ
国
と
と
も
に
、
志
摩
は
古
代
に
お
い
て
御
贄
の
貢
進
国
と
し
て
特
殊
な
地
位
を
占
め
て
い
た
」（14
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
ま
た
彌
永
貞
三
は
、『
延
喜
式
』
に
み
る
志
摩
国
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
『
延
喜
式
』
を
み
る
と
、
志
摩
の
調
・
庸
・
中
男
作
物
・
交
易
雑
物
は
す
べ
て
海
産
物
で
あ
り
、
年
料
、
年
中
節
料
（
七
節
料
）、
旬
料
の
御
贄
と
し
て
海
産
物
を
貢
進
し
て
い
た
。
主
計
式
を
通
じ
て
海
産
物
を
貢
納
す
る
国
は
少
な
く
な
い
が
、
海
産
物
の
み
を
貢
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
の
は
志
摩
国
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
同
主
税
式
に
は
供
御
の
御
厨
、
中
宮
御
厨
が
置
か
れ
そ
こ
に
は
専
属
の
潜
女
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
志
摩
か
ら
の
年
貢
御
贄
が
伊
勢
・
伊
賀
・
近
江
三
国
の
駅
伝
に
よ
っ
て
逓
送
貢
進
さ
れ
た
こ
と
は
『
日
本
三
代
実
録
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。—
　
中
略　
—
　
『
延
喜
式
』
の
貢
租
体
系
か
ら
考
え
る
か
ぎ
り
、
中
央
政
府
が
志
摩
国
に
期
待
し
た
の
は
海
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。（15
）
　
彌
永
指
摘
の
、
主
税
式
上
・
志
摩
潜
女
条
に
み
え
る
「
潜かず
女きめ
」
規
定
を
次
に
引
用
す
る
。（16
）
凡
志
摩
國
供
二
御
贄
一
潜
女
卅
人
、御
厨
廿
人
、
中
宮
十
人
、
歩
女
一
人
、
仕
丁
八
人
、
其
粮
料
穀
四
百
八
十
斛
、
雑
用
料
二
百
五
十
六
斛
八
斗
二
升
、
潜
女
衣
服
料
稲
二
千
七
百
七
十
三
束
九
把
、
並
以
二
伊
勢
國
正
税
一
充
之
〔
凡
そ
志
摩
国
の
御
贄
を
供
す
る
潜
女
三
十
人
〈
御
厨
二
十
人
、
中
宮
十
人
〉、
歩
女
一
人
、
仕
丁
八
人
。
そ
の
粮
料
の
穀
四
百
八
十
斛
、
雑
用
の
料
二
百
五
十
六
斛
八
斗
二
升
、
潜
女
の
衣
服
の
料
の
稲
二
千
七
百
七
十
三
束
九
把
、
み
な
伊
勢
国
の
正
税
を
以
て
充
て
よ
〕
彌
永
は
、
こ
こ
に
規
定
さ
れ
る
粮
料
・
雑
用
料
・
衣
服
料
（
17
）
の
費
用
か
ら
、「
供
御
贄
貢
上
の
組
織
が
極
め
て
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
」
を
推
察
し
て
い
る
。
　
以
上
諸
家
の
研
究
に
よ
り
、
古
代
よ
り
志
摩
国
は
、「
贄
」
の
貢
進
国
（
18
）
と
し
て
特
別
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
中
央
政
府
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
（ 3 ）
— 60 —
研
究
ノ
ー
ト
海藻豊かな東海の海　─「海藻」の記録をたどる─
唯
一
の
完
本
と
さ
れ
る
出
雲
国
風
土
記
、
そ
し
て
播
磨
国
風
土
記
、
常
陸
国
風
土
記
、
豊
後
国
風
土
記
、
肥
前
国
風
土
記
で
あ
る
。
　
さ
て
〈
表
１
〉
は
、
現
存
す
る
『
風
土
記
』
に
見
ら
れ
る
藻
類
及
び
そ
の
産
出
地
を
、一
覧
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。（４
）
出
雲
国
風
土
記
（
完
本
）
に
は
、「
海
藻
」「
海
松
」「
紫
菜
」「
凝
海
菜
」「
海
菜
」「
菜
」「
須
我
毛
」
等
の
多
種
の
藻
類
と
そ
の
産
出
地
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
産
出
地
の
分
布
を
検
す
る
に
、主
に
島
根
半
島
の
北
の
日
本
海
（
北
の
海
）、さ
ら
に
中
海
（
入
海
）、
宍
道
湖
（
入
海
）
に
お
い
て
、
多
く
の
藻
類
を
産
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
関
根
真
隆
に
よ
れ
ば
、「
紫
菜
」
は
「
ム
ラ
サ
キ
ノ
リ
」
と
訓
む
と
さ
れ
、
出
雲
国
風
土
記
に
記
さ
れ
た
「
紫
菜
」
は
、「
ウ
ツ
プ
ル
イ
ノ
リ
（
十
六
島
海
苔
）」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。（
５
）
今
日
の
海
藻
学
に
お
い
て
「
う
っ
ぷ
る
い
の
り
」
は
、
原
始
紅
藻
綱
・
あ
ま
の
り
属
の
一
種
と
し
て
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
布
は
「
北
海
道
及
び
そ
の
周
辺
・
表
日
本
北
部
・
裏
日
本
：
朝
鮮
」
と
さ
れ
る
。（６
）
　
後
述
す
る
よ
う
に
、「
ウ
ッ
プ
ル
イ
ノ
リ
」
は
、
ア
マ
ノ
リ
類
の
中
で
も
上
質
の
ノ
リ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
で
も
出
雲
地
方
の
特
産
物
と
し
て
十
六
島
海
苔
（
ウ
ッ
プ
ル
イ
ノ
リ
）が
産
出
さ
れ
て
い
る
。出
雲
国
風
土
記
の「
紫
菜
」の
記
録
は
、
奈
良
時
代
か
ら
千
数
百
年
に
わ
た
り
、「
紫
菜
」
を
育
み
続
け
た
豊
か
な
海
の
存
在
を
私
た
ち
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三　
養
老
令
に
み
る
海
藻
類
　
養
老
賦
役
令
第
一
条
に
は
、
基
本
的
な
税
目
の
一
つ
で
あ
る
調
（
ツ
キ
・
ミ
ツ
キ
）
の
品
目
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
調
雑
物
と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
は
、鉄
・
鍬
・
塩
・
魚
貝
類
・
海
藻
類
な
ど
三
十
四
品
目
で
あ
る
。
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
る
海
藻
類
を
以
下
に
引
用
（
賦
課
量
は
省
略
）
す
る
。（７
）
紫
菜
、
雑
の
海
菜
、
海
藻
、
滑
海
藻
、
海
松
、
凝
海
菜
、
海
藻
根
、
未
滑
海
藻
　
税
と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
海
藻
類
と
、
前
節
の
〈
表
１
〉
で
見
た
出
雲
国
風
土
記
の
藻
類
の
記
録
を
比
較
対
照
し
て
み
る
。「
滑
海
藻
」「
海
藻
根
」「
未
滑
海
藻
」
以
外
は
、
出
雲
国
で
産
出
さ
れ
る
海
藻
類
と
重
な
る
。
と
り
わ
け
「
紫
菜
」
に
関
し
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
出
雲
国
の
特
産
物
で
あ
り
、
従
っ
て
養
老
令
に
定
め
る
「
紫
菜
」
の
貢
進
国
の
一
つ
と
し
て
、
出
雲
国
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
次
に
あ
げ
る
平
城
宮
跡
で
出
土
し
た
荷
札
木
簡
の
存
在
は
、
出
雲
国
・
隠
岐
国
か
ら
「
紫
菜
」
が
貢
進
さ
れ
て
い
た
事
実
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
出
雲
國
交
易
紫
菜
三
斤 
「
太
」 
（
８
）
隠
伎
國 
海
部
郡
作
佐
郷 
大
井
里
海
部
小
付　
　
調
紫
菜
二
斤 
（
９
）
四　
『
延
喜
式
』
に
み
る
海
藻
類
　
『
延
喜
式
』
は
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
撰
上
の
、「
律
令
法
の
施
行
細
則
を
集
成
し
た
法
典
」（
10
）
で
、
平
安
時
代
の
重
要
な
法
制
史
料
と
さ
れ
る
。
平
安
時
代
当
時
、
諸
国
に
課
さ
れ
た
税
等
の
詳
細
な
規
定
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
奈
良
時
代
、中
央
政
府
は
諸
国
か
ら
の
物
産
品
の
効
率
的
収
取
を
は
か
る
べ
く
、
地
方
を
正
確
に
知
り
、
各
地
域
の
物
産
品
を
確
実
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
『
風
土
記
』
撰
上
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
そ
し
て
、
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
物
産
品
は
、
律
令
国
家
の
財
政
を
支
え
た
。『
延
喜
式
』
に
み
え
る
諸
国
貢
進
物
の
規
定
は
、
平
安
時
代
に
お
け
る
諸
国
、
各
地
域
の
特
産
物
を
示
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
　
次
に
示
す
〈
表
２
〉
〜
〈
表
５
〉
は
、
諸
国
か
ら
中
央
政
府
に
貢
進
さ
れ
た
物
品
の
う
ち
、
海
藻
類
の
貢
進
規
定
に
つ
い
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。（11
）〈
表
２
〉
は
、
主
計
式
上
、
国
別
諸
条
に
見
え
る
調
・
庸
・
中
男
作
物
の
貢
納
物
品
の
う
ち
、
海
藻
類
の
規
定
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
奈
良
時
代
の
出
雲
国
風
土
記
に
見
た
「
紫
菜
」
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
に
お
け
（ 2 ）
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さ
て
、
暖
流
「
対
馬
海
流
」
が
流
れ
る
日
本
海
に
面
す
る
島
根
半
島
、
そ
の
出
雲
国
周
辺
の
海
域
は
、
古
よ
り
上
質
の
海
藻
の
産
出
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
島
根
半
島
の
沖
あ
い
に
浮
か
ぶ
島
、
隠
岐
国
は
、
南
下
す
る
寒
流
「
リ
マ
ン
海
流
」
と
暖
流
が
交
わ
る
海
域
で
、
そ
の
特
殊
な
環
境
ゆ
え
に
、
多
種
多
様
の
海
産
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
海
海
域
の
出
雲
国
・
隠
岐
国
と
比
較
対
照
し
つ
つ
、
志
摩
国
を
は
じ
め
と
す
る
東
海
の
海
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
二　
『
風
土
記
』
に
み
る
海
藻
類
　
『
風
土
記
』
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
の
勅
命
を
う
け
て
、
諸
国
か
ら
撰
上
さ
れ
た
地
誌
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
甲
子
（
二
日
）
の
条
に
は
、
『
風
土
記
』
撰
進
の
命
が
記
さ
れ
て
い
る
。
畿
内
と
七
道
と
の
諸
国
の
郡
・
郷
の
名
は
、
好
き
字
を
着
け
し
む
。
そ
の
郡
の
内
に
生
れ
る
、
銀
・
銅
・
彩
色
・
草
・
木
・
禽
・
獣
・
魚
・
虫
等
の
物
は
、
具
に
色
目
を
録
し
、
土
地
の
沃
塉
、
山
川
原
野
の
名
号
の
所
由
、
ま
た
、
古
老
の
相
伝
ふ
る
旧
聞
・
異
事
は
、
史
籍
に
載
し
て
言
上
せ
し
む
。（
１
）
　
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
和
銅
六
年
は
「
孝
徳
朝
の
大
化
の
改
新
に
よ
っ
て
天
皇
中
心
的
国
家
組
織
に
大
改
変
の
行
わ
れ
た
後
を
う
け
て
、
新
政
が
整
備
確
立
し
て
ゆ
く
べ
き
時
期
」（
２
）
に
あ
た
っ
て
お
り
、
地
方
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
、
こ
の
時
代
の
要
請
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
『
風
土
記
』
の
撰
上
は
、「
中
央
集
権
国
家
の
支
配
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
理
念
的
な
要
請
と
と
も
に
、
ま
た
諸
国
の
物
産
を
確
実
に
把
握
し
、
調
庸
や
諸
国
貢
献
物
と
し
て
貢
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
現
実
的
な
要
請
に
も
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
」（３
）
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
諸
国
か
ら
撰
上
さ
れ
た
『
風
土
記
』
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
散
佚
し
、現
存
す
る
『
風
土
記
』
は
僅
か
に
五
カ
国
の
み
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
表
１
〉　
『
風
土
記
』
に
お
け
る
藻
類　
（
注
）『
風
土
記
』
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）　
参
照
藻
類　
　
名　
・　
特
徴
用
例
数
　
風
土
記 
産
地
（
所
在
）〔
郡
名
〕
【
国　
名
】
海め藻
９
【
豊
後
国
】 
最
勝
海
藻
の
門
〔
海
部
〕
【
肥
前
国
】 
米
多
井
〔
三
根
〕・
米
多
井
〔
三
根
〕・
米
多
井
〔
三
根
〕・
 
遇
鹿
の
駅
の
東
の
海
〔
松
浦
〕・
鞆
の
駅
の
東
と
西
の
海
〔
松
浦
〕・
大
家
嶋
〔
松
浦
〕・
値
嘉
嶋
〔
松
浦
〕・
速
来
の
門　
枖
れ
る
木
〔
彼
杵
〕
海にぎ
め藻
　
＝
わ
か
め
・
和
布
31
 
鯉
石
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
比
佐
嶋
〔
嶋
根
〕・
長
嶋
〔
嶋
根
〕・
赤
嶋
〔
嶋
根
〕・
宇
気
嶋
〔
嶋
根
〕・ 
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
亀
嶋
〔
嶋
根
〕・
蘇
嶋
〔
嶋
根
〕・
間
嶋
〔
嶋
根
〕・
毛
都
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
小
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
【
出
雲
国
】 
比
羅
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
赤
嶋
〔
嶋
根
〕・
三
嶋
〔
嶋
根
〕・
北
の
海
〔
嶋
根
〕・
著
穂
嶋
〔
秋
鹿
〕・
北
の
海
〔
秋
鹿
〕・
北
の
海
〔
楯
縫
〕・
大
前
嶋
〔
出
雲
〕・
脳
嶋
〔
出
雲
〕・
黒
嶋
〔
出
雲
〕・
御
厳
嶋
〔
出
雲
〕・
栗
嶋
〔
出
雲
〕・
黒
嶋
〔
出
雲
〕・
北
の
海
〔
出
雲
〕・
北
の
海
〔
神
門
〕
最ほ
つ
め
勝
海
藻
　
＝
わ
か
め
の
一
種
　
　
最
も
優
秀
な
海
藻
の
意
2
【
豊
後
国
】 
最
勝
海
藻
の
門
〔
海
部
〕・
最
勝
海
藻
の
門
〔
海
部
〕
種
々
の
海め藻
1
【
常
陸
国
】 
藻
島
〔
多
珂
〕
海み
る松
12
 
蚊
嶋
〔
意
宇
〕・
大
井
の
浜
〔
嶋
根
〕・
北
の
海
〔
嶋
根
〕・
【
出
雲
国
】 
北
の
海
〔
秋
鹿
〕・
北
の
海
〔
楯
縫
〕・
気
多
嶋
〔
出
雲
〕・
 
北
の
海
〔
出
雲
〕・
北
の
海
〔
神
門
〕
【
常
陸
国
】 
行
方
の
海
〔
行
方
〕・
板
来
の
海
〔
行
方
〕
【
肥
前
国
】 
大
家
嶋
〔
松
浦
〕・
値
嘉
嶋
〔
松
浦
〕
海
松
等
2
【
肥
前
国
】 
遇
鹿
の
駅
の
東
の
海
〔
松
浦
〕・
鞆
の
駅
の
東
と
西
の
海
〔
松
浦
〕
海
松
等
の
類
1
【
出
雲
国
】 
入
海
（
＝
中
海
）〔
嶋
根
〕
紫むら
さ
き
の
り菜
　
　
　
＝
甘あま
海の
苔り
　
　
　
　
紫
黒
色
の
海
苔
21
 
比
佐
嶋
〔
嶋
根
〕・
長
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
亀
嶋
〔
嶋
根
〕・
蘇
嶋
〔
嶋
根
〕・ 
毛
都
嶋
〔
嶋
根
〕・
比
羅
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
【
出
雲
国
】 
赤
嶋
〔
嶋
根
〕・
北
の
海
〔
嶋
根
〕・
北
の
海
〔
秋
鹿
〕・
御
津
嶋
〔
楯
縫
〕・
能
呂
志
嶋
〔
楯
縫
〕・
許
豆
嶋
〔
楯
縫
〕・
北
の
海
〔
楯
縫
〕・
楯
縫
の
郡
〔
楯
縫
〕・
気
多
嶋
〔
出
雲
〕・
脳
嶋
〔
出
雲
〕・
北
の
海
〔
出
雲
〕
紫むら
さ
き
の
り
苔
菜
【
出
雲
国
】 
白
嶋
〔
秋
鹿
〕
海の
り苔
1
【
常
陸
国
】 
乗
浜
〔
信
太
〕
凝こ
る
も
は
海
菜
4
【
出
雲
国
】 
北
の
海
〔
秋
鹿
〕・
北
の
海
〔
楯
縫
〕・
北
の
海
〔
出
雲
〕・
北
の
海
〔
神
門
〕
凝
海
菜
等
の
類
　
　
　
＝
心
太
・
テ
ン
グ
サ
1
【
出
雲
国
】 
北
の
海
〔
嶋
根
〕
雑くさ
ぐ
さの
海も
は菜
1
【
肥
前
国
】 
値
嘉
嶋
〔
松
浦
〕
海うみ
つ
も
は
菜
の
類
1
【
出
雲
国
】 
出
雲
国
総
記
菜もは
＝
水
藻
2
【
出
雲
国
】 
来
食
の
池
〔
神
門
〕・
笠
柄
の
池
〔
神
門
〕
藻もは
＝
塩
を
焼
く
2
【
常
陸
国
】 
行
方
の
海
〔
行
方
〕・
板
来
の
海
〔
行
方
〕
須す
が
も
我
毛
　
　
　
＝
菅
藻
（
カ
ワ
モ
ク
ズ
）
1
【
出
雲
国
】 
法
吉
の
坡
〔
嶋
根
〕
（ 1 ）
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藻
豊
か
な
東
海
の
海
　
─
「
海
藻
」
の
記
録
を
た
ど
る
─
内
藤
聡
子
キ
ー
ワ
ー
ド
：
海
藻
の
記
録
、
志
摩
国
、
出
雲
国
、「
贄
」
貢
進
、
食
文
化
要　
　
　
約
：
志
摩
国
に
は
、
暖
流
「
黒
潮
」
が
流
れ
る
恵
み
の
海
が
あ
り
、
そ
の
海
が
も
た
ら
す
海
の
幸
ゆ
え
に
、
古
よ
り
御
食
国
、「
贄
」
の
貢
進
国
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
独
自
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
古
代
奈
良
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
い
た
る
ま
で
の
「
海
藻
」
の
記
録
を
た
ど
る
こ
と
を
通
し
て
、
志
摩
の
海
、
そ
し
て
隣
接
す
る
伊
勢
湾
・
三
河
湾
・
知
多
湾
を
含
む
東
海
の
海
が
、
多
種
多
様
な
海
藻
を
育
む
豊
饒
の
海
で
あ
る
こ
と
を
再
発
見
し
た
い
。
一　
は
じ
め
に
　
お
よ
そ
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
海
岸
線
に
囲
ま
れ
る
三
重
県
の
東
端
、
太
平
洋
に
張
り
出
し
た
志
摩
半
島
は
、
北
は
伊
勢
湾
、
南
に
英
虞
湾
、
東
に
的
矢
湾
を
擁
す
る
。
南
方
か
ら
の
暖
流
「
黒
潮
」
が
流
れ
る
志
摩
半
島
の
海
は
、
古
よ
り
海
の
幸
に
ぎ
わ
う
、
恵
み
の
海
で
あ
っ
た
。
　
古
代
に
お
い
て
、
志
摩
国
が
御
食
国
、「
贄
」
の
貢
進
国
と
し
て
重
要
な
役
割
を
負
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、
時
の
中
央
政
府
が
志
摩
国
に
求
め
た
も
の
は
、
恵
み
の
海
の
も
た
ら
す
豊
か
な
海
産
物
で
あ
っ
た
。
　
本
稿
の
目
的
は
、
古
代
奈
良
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
い
た
る
ま
で
の
「
海
藻
」
の
記
録
を
た
ど
る
こ
と
を
通
し
て
、
志
摩
の
海
、
そ
し
て
隣
接
す
る
伊
勢
湾
・
三
河
湾
・
知
多
湾
を
含
む
東
海
の
海
の
豊
か
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
あ
る
。
周
知
の
通
り
海
藻
は
、
海
洋
生
物
の
生
息
場
所
で
あ
り
、
多
く
の
命
を
育
む
ゆ
り
か
ご
で
あ
る
。
海
藻
生
い
繁
る
海
、
そ
こ
は
多
種
多
様
な
海
洋
生
物
が
共
存
す
る
、
文
字
通
り
豊
饒
の
海
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
恵
み
の
海
と
と
も
に
あ
っ
た
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
歴
史
に
も
ふ
れ
た
い
。
　
検
討
の
対
象
と
し
た
の
は
、
諸
国
別
に
「
海
藻
」
の
記
録
が
認
め
ら
れ
て
、
諸
国
間
の
比
較
対
照
が
可
能
な
以
下
の
資
料
で
あ
る
。
木
簡
資
料
、『
風
土
記
』、『
延
喜
式
』、『
毛
吹
草
』、
昭
和
初
期
の
食
生
活
に
関
す
る
聞
き
書
き
資
料
。
